
（別紙３）

～ 令和8年　２月　２０日

（対象者数） １人 （回答者数） １人

～ 令和8年　２月　２０日

（対象者数） 7人 （回答者数） 7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

　常勤職員間での情報共有や話しあいはしっかりとできてい

るが、パートさん等非常勤職員をまじえて話す場がなかなか

とれていないので工夫する。非常勤職員にも個別面談を実施

していく。

2

　まだまだ埋もれているニーズがあると考えられるので、ア

ンケートの実施や普段からの関わりの中でニーズを引き出せ

るよう意識しておく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
　家族に対してホームページの存在を周知していく。　　法

人の季刊誌も活用し周知していく。

2
　今後、保護者の方にニーズを聞き取り、必要に応じて開催

を検討していく。

3

　事業所の規模が小さいこともあり、大々的に地域住民を招

いてなにかするというのは難しいが、些細なことでも関わり

を増やしていけないか検討する。

　職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務

改善につなげている。

　毎日、児童が来るまでにミーティングを行い、前日の引き継

ぎと当日の注意点等を話し合っている。

　定期的に全体会議や主任会議を実施し、必要に応じてケース

カンファレンスも実施し支援に活かせるようにしている。

　活動プログラムが固定化しないよう工夫している。

　芋ほりやいちご狩り等、季節を感じることができるイベント

を実施している。

　公園に行く機会も多いので、飽きないように行きやすい公園

を開拓している。

　事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業

運営を図っているか。

　以前は法人としての祭りを開催したりしていたが、コロナ禍

以降開催していない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知す

るとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。

　職員間では周知し訓練も実施しているが、家族に対しても

ホームページを利用してお知らせしているが浸透していない。

　父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護

者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされて

いるか。またきょうだい向けのイベントの開催などにより、

きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへ

の支援がされているか。

　以前はご家族にも参加していただきバーベキューを開催した

こともありましたが、仕事をしている保護者の方も多く、負担

になるのではと考え保護者会等は開催できていない。

令和8年　１月　２０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和 8年　5月　3０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 社会福祉法人ポポロの会　かのん

○保護者評価実施期間
令和8年　１月　２０日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


